
6.歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編

【第2回真室川スタディツアー「山のくらしと林業編」】

●令和3年10月23日(土)開催 ●参加者30名

●講師としてご協力いただいた方々(見学行程順)

・差首鍋地区生涯学習センター 業務員 沓澤 悌一 氏 ・正厳院 宮司 櫻本 義隆 氏

・平枝番楽保存会 会長 髙橋 章 氏 ・平枝番楽保存会の皆さん

6.歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編



6.歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編コンテンツ紹介

【第6回真室川スタディツアー「歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編」】ツアー当日の行程

№ コンテンツ 会 場 時間

1 象獅子見学 沼田地区 5分

2 正厳院見学 正厳院 15分

3 不動明王の滝見学 谷地の沢地区 10分

4 平枝番楽・むかし語り見学 ふるさと伝承館 30分

5 差首鍋館跡見学 差首鍋館跡 50分

6 滝応寺(当日悪天候のため中止) 滝応寺 中止

7 まとめ・ツアー参加者の感想等

6.歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編コンテンツ紹介

真室川町役場①象獅子(獅子岩)

②正厳院

⑤差首鍋館跡 まざれや

旧平枝小 ③不動明王の滝

⑥滝応寺

④ふるさと
伝承館



6.歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編(参考資料)

6.歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編(参考資料)



6.歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編(参考資料)

6.歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編(参考資料)



6-1.象獅子(獅子岩)

概 要

町内沼田地区と大池地区を結ぶ町道に獅子岩が祀られている。また、鮭川を

挟んだ向かい側の法面には、象の鼻の形をした岩があったとされているが、風

化や大水等の影響か、現在は確認することができない。

見学の様子

悪天候につきバス車内から見学

6-1.象獅子(獅子岩)



6-2.正厳院

概 要

小池山正厳院は、町内大池地区に社殿があり、現在は八代目にあたる 櫻本

義隆 氏 が宮司を務めている。創設からの成り立ちには①修験者が秋田城下か

ら横手、湯沢、院内を経由して移動し、現在の位置に落ち着いた。②沓沢玄蕃

が差首鍋館を築いたことに伴い修験者が集まったため、修験の場あるいは館の

守り神として開設した。といったもののほか、諸説ある。

社殿には、ご神体のほか、藤原光長(江戸時代中～後期の鏡師)作と思われる

銅鏡や、五代目にあたる隆栄氏が描いた掛け軸、寺社奉行からの通知文書など、

歴史的な資料や物品が多数保管されている。

なお、隆栄氏が描いた絵は、滝応寺にある(ふすま絵)ほか、町内数か所に保

管されている。

見学の様子

各種史料・ご神体見学

6-2.正厳院

正厳院

五代目隆栄氏が描いた掛け軸 銅鏡

古文書の数々



6-3.不動明王の滝

概 要

不動明王の滝は、町内谷地の沢地区の南端、町道から車を降りて5分ほど歩

いた先にある、滑瀑の滝である。

滝の落差は約5m、幅は約10mとそれほど大きくはないが、滑らかな一枚岩

の岩肌を白く滑り落ちる様子が大変涼やかである。

四季折々、趣のある豊かな表情を見ることができる。

見学の様子

滝のすぐそばでの見学 集合写真

6-3.不動明王の滝



6-4.平枝番楽(3-2.再掲)・むかし語り

概 要

平枝番楽は、江戸時代半ばに秋田県矢島地方から伝えられたとされる5拍子

の番楽である。

平枝地区では、毎年旧暦の8月1日に、神明神社の祭りで神社において五穀

豊穣、家内安全、悪魔祓いなどを祈願し、獅子舞を奉納したのち、ふるさと伝

承館において番楽講演を行っている。(かつては宿入りし、夜通しで番楽を舞

い、その後各戸を「門獅子」が廻り、悪魔祓いを行った。)

昭和48年には平枝番楽保存会を設立し、地区内の集落全戸を会員としてい

る。また、昭和55年からは「平枝少年番楽」として旧平枝小学校と連携した

伝承活動を開始し、現在は真室川あさひ小学校児童への指導を行っており、

「少年番楽」経験者が舞手、囃子手として保存会の会員となり、活動を行って

いる。

見学の様子

6-4.平枝番楽(3-2.再掲)・むかし語り

平枝番楽見学

昔話集

ふるさと伝承館

平枝番楽(神明神社への奉納)

平枝番楽(番楽公演)

むかし語り



6-5.差首鍋館跡

概 要

沓沢玄蕃によって戦国期に築城された主郭と副郭からなる複郭式城郭で、西

川と大沢川の合流地点北西に大きく舌状にはりだした大地に築かれており、

北・東・南の三方を断崖絶壁に囲まれた天然の要害に恵まれている。

初代館主の沓澤但馬忠久は、近江の沓沢庄から最上氏を頼ってきて、この地

を賜った。しかし、沓沢掃部介忠国の時代になると、最上義光の攻撃により、

滅ぼされた。嫡子兵庫助忠家がその跡を継ごうとしたが、幼少のため、代わり

として野崎館の家老であった沓沢玄蕃が居住したという。

なお、東斜面に「穴から首を差し出し、鍋を大沢川に下ろして水を汲み上げ

た」という地名伝説があるほか、南斜面にも出水所跡地の伝承が残されている。

※山形県中世城館遺跡調査報告書(山形県教育委員会)から引用

見学の様子

あいにくの天候でしたが、館の頂上まで登頂することができました

6-5.差首鍋館跡

参考：山形県中世城館遺跡調査報告書(山形県教育委員会)

位置図旧平枝小

主郭

南郭

二の郭



6-6.滝応寺 ※当日悪天候のため見学中止

概 要

当地方を開いた浅川茂平により開かれた曹洞宗の寺で、山号を東陽山という。

浅川は酒田城主東禅寺右馬頭の家臣であったが、東禅寺氏から当地方の代官

として遣わされたという。

浅川氏が赴任にあたって主君から賜り奉持してきた地蔵尊が、現在同寺にま

つられている黒地蔵であるといい、当時この地方にはしかるべき寺院がなかっ

たため、この黒地蔵で衆生を済度せよということであったという。

浅川茂平の没年は明らかでないが、「鮭延越前守侍分限帳」にある「高六百

石浅香竹兵衛」と同一人物ではないかと思われ、また、「新庄古老覚書」所収

の寛永7年(1630年)の「真室川境覚」にある「城下川(此堺かにや中森)浅川無

兵衛」も、茂平と関係のある人物と思われる。

滝応寺の開創は天和元年(1681年)というが(「山形県寺院大観」)、事実は

もっと古いものと思われる。

※「真室川町史」から抜粋

6-6.滝応寺



6-7.歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編まとめ

6-7.歴史と文化への誘いin差首鍋・平枝編まとめ

【第6回ツアー参加者へのアンケート結果】

【自由記述欄から抜粋】

・何もかも初めての散策で、特に平枝番楽を初めて観ました。

・毎日時間に追われ忙しく過ごしておりますが、今回は久々に仲間たちと楽しい会話をしな

がら、改めて郷土の伝統文化を認識し、命の洗濯をすることができました。

・真室川町の素敵なところをたくさん巡ることができて楽しかったです。

・差首鍋館跡は雨で歩きにくいところもあったが、みんなで支えあい歩くことができて

良かった。不動明王の滝は、雨で水量が多く素晴らしかった。

・今回も驚きと感動の連続でした。地元なのに知らないことがたくさんあるんですね！

・真室川に住んでいてもまだ行っていないところ、知らないことがたくさんあります。

できる限り参加して、真室川の新しい魅力を知っていきたいと思います。

・雨の中で見る山々もまた心和むことができて良かったです。

など他多数の方からご好評をいただきました。

閉講式(修了証授与)

平枝番楽保存会の皆さん



7.大きな自然に抱かれてin甑山編

【第7回真室川スタディツアー「大きな自然に抱かれてin甑山編」】

●令和4年6月25日(土)開催 ●参加者31名

●講師としてご協力いただいた方々(見学行程順)

・歴史民俗資料館 前館長 梁瀬 平吉 氏 ・甑山探究会 会長 庄司 一夫 氏

・釜淵番楽保存会 会長 栗田 隆行 氏 ・釜淵番楽保存会の皆さん

7.大きな自然に抱かれてin甑山編



7.大きな自然に抱かれてin甑山編コンテンツ紹介

【第7回真室川スタディツアー「大きな自然に抱かれてin甑山編」】ツアー当日の行程

№ コンテンツ 会 場 時間

1 ブナ美林散策 甑山 20分

2 女甑山の大カツラ見学 甑山 20分

3 赤穴 甑山 20分

4 奉納番楽実演(釜淵番楽)見学 甑山内悠森舎前 20分

5 大清水見学 甑山 15分

6 男甑山山頂 資料のみ -

7 名勝沼の大カツラ(ウィルソンカツラ) 資料のみ -

8 名勝沼 資料のみ -

9 荷鞍石 資料のみ -

10 甑山の伝説 資料のみ -

11 旧矢島街道 資料のみ -

12 まとめ・ツアー参加者の感想等

7.大きな自然に抱かれてin甑山編コンテンツ紹介



7.大きな自然に抱かれてin甑山編(参考資料)

7.大きな自然に抱かれてin甑山編(参考資料)



7.大きな自然に抱かれてin甑山編(参考資料)

7.大きな自然に抱かれてin甑山編(参考資料)



7-1.ブナ美林

概 要

甑山は、その一帯が加無山県立自然公園に指定されており、その中でも女甑山の山腹は

国内有数のブナ林帯となっている。このブナ美林は、落葉広葉樹でできた広大な原生林であ

り、人の手が入っていない原子景観地帯である。

ブナは、北海道から九州まで広く分布しており、日本の森林を代表する樹木と言われ、そ

の原生林は特に豊かな自然の象徴とされている。真室川町においては、町面積の50％程度

をブナ林が占めており、このことからも自然豊かな町であることを見て取ることができる。

また、ブナ林内部での森林浴では、外部と比較して3～5℃程度気温が低くなっているほ

か、樹木が持っている香の成分(デルピン)を浴びることができ、ストレスやうつ病などの病

気に効果があると言われている。

※参考：加無山県立自然公園甑山観光の手引き(巨木の森ガイド会)

見学の様子

ブナ林内を散策

7-1.ブナ美林



7-2.女甑山の大カツラ(母子鬼山権現)

概 要

幹回り13.4m、樹齢1,000年(推定)の古木であり、全国有数の巨木の中から林野庁「森

の巨人たち百選」に選ばれたカツラである。

樹木信仰の対象である神木として古くから崇められ、古い時代の及位の狩猟集団(マタギ)

の習俗においては、熊狩りの際は必ずこの権現カツラの前で秘本の巻物の呪文を唱え、権現

様から猟の許しを得てから入山していたと伝えられている。

なお、恒例の樹木であるため、年々枝や幹が朽ちている部分が増え、現在では幹の半分弱

が折れてしまった状態となっているが、それでも周囲の樹木と比較にならないほどの存在感

を示している。

●呪文の一部…「菩薩に祀り食料に供す。この猟師に熊を授け給えオン山の神アビラウン

ケンソワカ」

シカリ(組頭)が唱えるものであり、これは山の神に対する狩人たちの敬虔な信仰であり、

それが熊と人間の共存をもたらすマタギの厳格な規律であった、と伝えられている。

※参考：加無山県立自然公園甑山観光の手引き(巨木の森ガイド会)

見学の様子

大カツラ見学

7-2.女甑山の大カツラ(母子鬼山権現)

集合写真



7-3.赤穴

概 要

母子鬼山(こしきやま・のちに甑山)は、鎌倉～室町時代に修験の地として栄えた山であ

り、特に鎌倉幕府第5代執権北条時頼の時代に最も大きく栄えたと言われている。

その霊場として信仰を集めた最大の由縁は「赤穴」にあり、神仏の住む清浄なところとし

て、地元民は決して足を踏み入れることはしなかったと伝えられている。当時、山伏(修験

者)は女甑山内の修験道場(寺屋敷)にて一定の修練を積んだのち、同僚とともに女甑山に登

り、山頂から断崖に吊り下げられ、赤穴の中に祀られてあったと言われている仏体をのぞき

見る大難行を行ったとされ、この難行を「のぞきの行」と呼んだこと、あるいはこの難行に

より「位に及んだ」ことが「及位」地名の由来になったと言われている。

※参考：加無山県立自然公園甑山観光の手引き(巨木の森ガイド会)

母子鬼山道場と及位の語源(菅原官兵衛)

見学の様子

ブナ林内から見学

7-3.赤穴



7-4.奉納番楽実演(釜淵番楽)

概 要

甑山では、毎年6月第1週に行われる山開きの際に「奉納番楽祭」を開催し、町内3ケ所

に伝承されている「釜淵番楽」・「八敷代番楽」・「平枝番楽」が輪番で番楽を奉納してい

る。

第7回ツアーで奉納番楽を実演いただいた釜淵番楽は、江戸時代中期に秋田県矢島地方か

ら伝えられたとされ、番楽の中でも珍しい3拍子の番楽であり、その昔、新庄藩主戸沢公が

釜淵番楽を照覧された際には、その舞のすばらしさをほめたたえ、「鶴」「亀」「松」

「竹」の幕を下ろされたと言われている。

毎年9月13日に行われる山神社の祭りにおいては、虚空蔵神社(こくうぞうじんじゃ)と風

呂輪権現(ほろはごんげん)で獅子舞を奉納したのち、地区内の家々にて門獅子と呼ばれる邪

気払いを行っている。

昭和57年には釜淵番楽保存会を設立し、釜渕一区を中心とした地域と連携した活動のほ

か、平成16年からは地域の公民館を活用し、番楽と食文化を融合させた「釜淵番楽交流

会」を実施し、冬のイベントとして定着させるなど、伝統芸能の保存活動にも尽力している。

見学の様子

奉納番楽実演見学

7-4.奉納番楽実演(釜淵番楽)



7-5.大清水(おおすず)

概 要

前森山林道終点付近のブナ林内に、甑山から湧き出た伏流水により形成され

た池がある。この伏流水は、毎分500ℓ以上の清水が池の底から湧き出るもの

であり、真室川の源流の一つとなっている。

厳正な水質検査等を経て、平成27年度には「里の名水・やまがた百選」に

も選出されている。

また、同じ甑山内には、江戸時代の参勤交代の際、殿様が休憩時に飲んだと

される「殿様清水」など、豊かな自然によるきれいな水が湧く場所が多数存在

している。 ※参考：里の名水・やまがた百選(山形県HP）

見学の様子

大清水見学

7-5.大清水



7-6.男甑山山頂

概 要

急峻で複雑な登山道を登り切った先に360°パノラマが広がっている。男甑

山は標高が1,000mに満たない低山ながら、山頂からは神室連峰を一望するこ

とができ、晴れた日には鳥海山をはじめ、北は横堀、南は新庄市まで見渡すこ

とができる。

7-6.男甑山山頂



7-7.名勝沼の大カツラ(ウィルソンカツラ)

概 要

女甑山の西側麓にある名勝沼のさらに西隣にある、高さ約5m、幹回り約

17mと巨大なカツラである。空洞になっている中心部は黒焦げており、落雷

などの理由により現在の形になったと推測されている。空洞内部は大人10人

以上が入ることができる広さとなっており、焚火の跡がみられるなど、及位の

狩猟集団(マタギ)が寝泊まりした可能性もある。

また、ウィルソンカツラ」という名称の由来については、ドイツ人のウィル

ソン氏が発見したことからその名がつけられたというものや、屋久島の「ウィ

ルソン株」にちなんでそのように呼ぶ人がいた、など諸説ある。

※参考：山形県最上の巨樹・巨木(坂本俊亮著・東北出版企画出版)

7-7.名勝沼の大カツラ(ウィルソンカツラ)



7-8.名勝沼(めいしょうぬま)

概 要

女甑山の西側麓にある沼であり、水面積は約1ha、そこは碁盤の目に亀裂の

ある岩盤となっている。男甑山頂上付近からこの沼を望むことができ、天候状

況によってはエメラルドグリーンの美しい景観を見ることができる。

また、名勝沼の下流にある地域の農家には、例年10月10日に沼の竜神に3升

餅と5升餅を供える習わしがあった。そのお供え餅を盗んで食べてしまった若

者2人が、峠に近い山中で前進水膨れの湿疹と高熱で苦しみ、やがて死んでし

まったといい、同じようなことが何度かあり、竜神がお供え餅を食べる前に盗

み食いをした祟りであり、悪いことをする者への戒めとなっている。

なお、沼の中にある浮島には竜神が祀られているほか、さまざまな伝説が言

い伝えられている。

※参考：加無山県立自然公園甑山観光の手引き(巨木の森ガイド会)

7-8.名勝沼(めいしょうぬま)



7-9.荷鞍石(にくらいし)

概 要

女甑山の東側にある大きな石。江戸時代、参勤交代で旧矢島街道を通った殿

様が、この石に馬の荷鞍を置いて一休みしたことからこの名がつけられたと言

われている。

※参考：加無山県立自然公園甑山観光の手引き(巨木の森ガイド会)

7-9.荷鞍石(にくらいし)



7-10.甑山の伝説

7-10.甑山の伝説



7-10.甑山の伝説

7-10.甑山の伝説



7-10.甑山の伝説

7-10.甑山の伝説



7-10.甑山の伝説

7-10.甑山の伝説



7-11.旧矢島街道

7-11.旧矢島街道



7-12.大きな自然に抱かれてin甑山編まとめ

7-12.大きな自然に抱かれてin甑山編まとめ

【第7回ツアー参加者へのアンケート結果】

【自由記述欄から抜粋】

・山の空気、風にふれることができリフレッシュできました。

・釜淵番楽保存会の皆さん、ありがとうございました。

・天気に恵まれ、ブナ林も素晴らしく、空気もとてもおいしく、木漏れ日もそよ風もすべて

良かった。

・美しいブナ林の中でいただくコーヒーはとてもおいしかったです。

・個人ではなかなか現地に行けないので、参加できてとても良かった。

・町内にこのような大自然があることは素晴らしいことです。もっと多くの方々に見ていた

だき、真室川の魅力を知ってほしいと思います。

・真室川の文化、歴史に触れられた時間でした。

など他多数の方からご好評をいただきました。

ブナ林内の木漏れ日

悠森舎






























































